
農商工連携等人材育成事業事務局  山梨県中小企業団体中央会 連携支援課 行
ＦＡＸ.055（237）3216

講座カリキュラム

フリガナ

氏　　名

所属先/部署名

性　　別 男　・　女

年　　齢

役職名

ＴＥＬ/ＦＡＸ
メールアドレス

ＴＥＬ/

メールアドレス/

ＦＡＸ/

所属先住所
又は

自宅住所

※個人で参加申込みされる方の記入は不要です。

申し込み日：平成　　　年　　　月　　　日

緊急連絡用　個人携帯番号（任意）　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
※記入頂いた内容はこの事業の目的以外には使用しません。

※講義日程の入替及び講師・会場等の変更等が生じる場合もございます。

平成２２年１０月７日（木）
甲府市：クラウンパレス甲府

平成２２年１０月２８日（木）
甲府市：クラウンパレス甲府

平成２２年１１月12日（金）
甲府市：クラウンパレス甲府

平成２２年１１月２４日（水）
甲府市：クラウンパレス甲府

平成２２年１２月８日（水）
甲府市：山梨県JA会館

平成２２年１２月２２日（水）
甲府市：クラウンパレス甲府

平成２３年１月１２日（水）
甲府市：クラウンパレス甲府

10:30～12:00

13:15～14:45

15:00～16:30

10:15～10:30

10:30～12:00

13:15～16:15

10:30～12:00

13:15～16:15

10:30～12:00

13:15～16:15

10:30～12:00

13:15～16:15

10:30～12:00

13:15～16:15

10:00～12:00
13:15～14:15
14:30～17:30

13:30～16:30

16:40～17:10

①農商工連携の意義と役割
②農商工連携研修の目的

③日本農業のこれからについて

④山梨県における農業の動向と課題
　／農林水産関連の支援施策等の概要について

開講式

⑤中小企業を取り巻く環境と経営の実態を知る
　／中小企業関連支援施策の概要

⑥商品流通の機能と仕組みを学ぶ

⑨山梨県における中小企業の動向と課題を知る

⑩商品管理とマーケティングの手法について学ぶ

⑭消費者ニーズを掴む魅力的な商品開発の
　ポイントを知る
⑮ＩＴを活用した販売戦略と新たな販路開拓の
　可能性を考える

⑪地域資源の活用と今後の方向性について

⑫ブランド戦略とは何か？地域ブランドの
　効果的な活用を考える

⑦農産物直売所の優良事例に学ぶ

⑧小売業における売上げアップのための経営手法と秘訣

⑯ＩＴを活用した販売戦略（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ）

閉講式／修了証書授与

⑬農商工連携の成功事例から学ぶマッチングのポイント

⑬マーケティングとブランド戦略（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ）

元山梨県総合農業技術センター副所長
農学博士　眞浦正徳
山梨総合理工学研究機構 総長
東京大学名誉教授　小林正彦
山梨県農業協同組合中央会
農業振興部　次長　足立郁也
ITO中小企業研究所 代表
中小企業診断士　 伊藤文仁
Ｆorum-K    主宰
経営コンサルタント　上條資男

Ｆorum-K    主宰
経営コンサルタント　上條資男

（財）シルクの里振興公社
農業経営アドバイザー　牛村明雄

㈱アームス
代表取締役会長　鷹野啓司
㈱アームス
代表取締役会長　鷹野啓司
㈱アームス
代表取締役会長　鷹野啓司

㈱アームス
代表取締役会長　鷹野啓司
（有）アドラック　代表取締役
OPCビジネスプロデューサー　宇佐美康司
（有）アドラック　代表取締役
OPCビジネスプロデューサー　宇佐美康司
（有）アドラック　代表取締役
OPCビジネスプロデューサー　宇佐美康司

㈱ビジネスナビゲータ
代表取締役　池田　章

ITO中小企業研究所 代表
中小企業診断士　伊藤文仁

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

回数 開催日／会場 時間 講義・研修内容 講師所属・氏名

視察研修・現地実習

9:00～17:30平成22年10月21日（木） 【視察研修･現地実習】
農商工連携先進事例と地産地消を担う現場の視察
【視察研修･現地実習】
農商工連携先進事例と研究施設にて最新技術を視察／農業実習

大辻クレソン生産農場、農産物直売所
生産農家・農場、他（調整中）
あけの金時生産農家、県立農業大学校 
山梨県総合農業技術センター、他（調整中）

①

9:00～17:30平成22年11月19日（金）②

回数 開催日 時間 先進地視察・現地実習 視察・実習先（予定先）

平成２２年９月２８日（火）
甲府市：山梨県JA会館

平成22年度農商工連携ナビゲーター育成講座　受講申込書




